
〔
研
究
余
録
〕

八
戸
藩
主
の
婚
礼
関
係
史
料

―
信
依
・
信
房
・
信
真
を
事
例
に
―

高
橋

博

は
じ
め
に

筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
出
羽
久
保
田
藩
佐
竹
家
の
歴
代
藩
主
お
よ
び
息
女
の
婚

礼
当
日
か
ら
そ
の
後
の
諸
儀
に
つ
い
て
考
察
す
る
機
会
を
得
た
。
具
体
的
に
は
、
藩

(
)

主
の
場
合
は
、
江
戸
の
久
保
田
藩
邸
内
に
お
け
る
婚
礼
（
祝
言
）
の
数
日
後
に
、
正

室
の
里
元
（
実
家
）
の
藩
邸
に
お
い
て
、
家
臣
を
伴
い
参
上
し
た
久
保
田
藩
主
夫
妻

と
里
元
の
藩
主
夫
妻
（
正
室
の
父
母
の
場
合
が
多
い
）
と
の
対
面
が
行
わ
れ
、
祝
宴

が
催
さ
れ
る
「
三
ツ
目
御
祝
儀
」
と
、
そ
の
後
、
今
度
は
久
保
田
藩
邸
に
正
室
の
里

元
の
藩
主
夫
妻
お
よ
び
家
臣
が
招
か
れ
る
「
五
ツ
目
御
祝
儀
」
と
、
更
に
そ
の
後
、

久
保
田
藩
主
夫
妻
の
み
で
再
び
正
室
の
里
元
を
訪
問
す
る
「
膝
直
御
祝
儀
」
が
あ
り
、

同
稿
は
こ
れ
ら
の
諸
儀
の
式
次
第
・
列
席
者
等
の
検
討
を
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
同
稿
は
、
典
拠
史
料
と
し
て
用
い
た
『
国
典
類
抄
』
が
、
藩
内
の
公
務
日
記
を

始
め
、
個
人
の
日
記
・
覚
書
・
留
書
な
ど
を
用
い
た
久
保
田
藩
に
よ
る
記
録
編
纂
物

で
あ
っ
た
た
め
、
久
保
田
藩
主
の
婚
礼
関
係
の
諸
儀
の
分
析
を
す
る
に
当
た
り
、
少

な
か
ら
ざ
る
史
料
的
制
約
を
要
し
た
。
す
な
わ
ち
『
国
典
類
抄
』
の
よ
う
な
記
録
編

(
)

纂
物
は
、
婚
礼
の
諸
儀
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
る
程
度
の
目
安
と
な
る
も

の
の
、
必
ず
し
も
全
て
の
情
報
を
網
羅
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
そ
れ
が
故
に
一

次
史
料
の
捜
索
や
書
誌
的
な
検
討
お
よ
び
活
用
が
不
可
欠
と
な
る
。

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
右
の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
対
象
と
す
る
大
名
家
を
八

戸
藩
南
部
家
と
し
、
八
戸
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
同
家
の
婚
礼
の
諸
史
料
に
つ
い

て
の
書
誌
的
な
検
討
を
試
み
た
い
。

一

信
依
・
信
房
・
信
真
の
婚
礼
関
係
史
料

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
嗣
子
を
定
め
ぬ
ま
ま
死
去
し
た
盛
岡
藩
主
南
部
重
直
の

遺
領
十
万
石
は
、
重
直
の
二
人
の
弟
の
重
直
と
直
房
に
分
か
ち
与
え
ら
れ
、
重
直
は

八
万
石
を
相
続
し
盛
岡
藩
主
、
直
房
は
二
万
石
を
相
続
し
初
代
八
戸
藩
主
と
な
っ
た
。

小
稿
で
考
察
対
象
と
す
る
の
は
、
こ
の
直
房
か
ら
数
え
て
六
代
目
の
藩
主
信
依
、
七

代
信
房
お
よ
び
八
代
信
真
の
婚
礼
関
係
史
料
で
あ
る
。

八
戸
市
立
図
書
館
に
は
、
こ
の
三
藩
主
の
婚
礼
関
係
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

信
依
に
関
し
て
は
「
御
婚
礼
一
件
」
、
信
房
に
関
し
て
は
「
御
婚
礼
大
概
」
と
い
う

史
料
で
あ
り
、
小
稿
で
は
便
宜
上
そ
れ
ぞ
れ
〔
史
料
Ａ
〕〔
史
料
Ｂ
〕
と
名
付
け
る
。

両
史
料
は
共
に
八
戸
藩
の
家
老
職
を
世
襲
し
た
遠
山
家
の
旧
蔵
本
で
あ
り
、
昭
和
四

十
九
年
に
当
主
遠
山
景
敏
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。
信
真
に
関
し
て
は
「
信
真
公
御
婚

(
)

姻
調
帳
」
と
い
う
史
料
で
あ
り
、
表
紙
に
「
江
戸
御
用
人
所
」
と
記
主
の
名
が
あ
る

八
戸
南
部
家
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
小
稿
で
は
〔
史
料
Ｃ
〕
と
名
付
け
る
。

(
)

表
１
は
、
こ
の
三
史
料
に
お
け
る
縁
組
・
結
納
・
婚
礼
の
記
載
の
可
否
・
程
度
に

つ
い
て
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
婚
礼
は
更
に
祝
言
・
皆
子
餅
・
三
ツ
目
御
祝
儀

(
)

な
ど
に
区
分
さ
れ
、
左
欄
に
は
該
当
す
る
三
藩
主
の
誕
生
・
襲
封
か
ら
縁
組
・
結
納

・
婚
礼
の
年
月
日
お
よ
び
正
室
を
、
ま
た
史
料
の
形
状
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
な
お
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「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
久
保
田
藩
の
場
合
は
婚
礼
の
後
、
「
三
ツ
目

御
祝
儀
」「
五
ツ
目
御
祝
儀
」「
膝
直
御
祝
儀
」
と
続
く
の
に
対
し
、
表
１
の
八
戸
藩

の
場
合
は
、
「
三
ツ
目
御
祝
儀
」
ま
で
は
久
保
田
藩
と
同
じ
だ
が
、
「
五
ツ
目
御
祝

儀
」
は
な
く
、
「
御
聟
入
」
（
あ
る
い
は
「
御
聟
入
・
御
舅
入
」
）
と
い
う
儀
式
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
御
聟
入
」
と
は
、
例
え
ば
〔
史
料
Ｃ
〕
に
は
、
八
戸
藩
邸

に
お
け
る
信
真
と
舅
の
大
久
保
忠
顕
（
前
小
田
原
藩
主
、
信
真
の
正
室
里
姫
の
父
）

と
の
対
面
の
儀
式
が
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
五
ツ
目
御
祝
儀
」
と
同
様

の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二

婚
礼
関
係
史
料
の
書
誌
的
検
討

そ
れ
で
は
、
〔
史
料
Ａ
〕
〔
史
料
Ｂ
〕
〔
史
料
Ｃ
〕
の
特
徴
や
共
通
点
・
相
違
点
は

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
表
１
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
行
き
た
い
。

三
史
料
は
、
い
ず
れ
も
特
定
の
藩
主
の
婚
礼
の
記
録
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
一
致

し
て
い
る
が
、
形
状
・
内
容
な
ど
全
て
が
同
じ
よ
う
な
体
裁
を
取
る
も
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
幕
府
へ
の
縁
組
の
願
出
か
ら
全
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
〔
史
料
Ｂ
〕
の
み
で

あ
る
。
〔
史
料
Ｃ
〕
は
結
納
以
前
の
こ
と
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
く
、
〔
史
料

Ａ
〕
に
至
っ
て
は
、
結
納
の
み
を
記
録
し
た
史
料
で
あ
る
。
し
か
も
、
結
納
当
日

（
明
和
六
年
二
月
二
十
三
日
）
の
約
三
ヶ
月
前
に
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
、
警
備

・
行
列
・
装
束
・
贈
答
・
祝
儀
・
儀
式
内
容
な
ど
を
備
忘
と
し
て
記
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
記
録
と
し
て
は
〔
史
料
Ｂ
〕
と
〔
史
料
Ｃ
〕
が
共
に

結
納
以
降
を
全
て
記
し
た
も
の
と
し
て
似
通
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
〔
史
料
Ｂ
〕
が

縁
組
・
結
納
か
ら
婚
礼
初
日
・
そ
の
後
の
諸
儀
に
至
る
ま
で
の
幕
府
と
の
関
係
（
幕
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表１ 八戸市立図書館所蔵 信依・信房・信真の婚礼関係史料

内容（○記載あり ◎式次第・目録あり □行列あり ●■予定のみ）

ａ藩主【誕生/襲封】， 資料名，冊数， 婚礼 その他
ｂ正室，ｃ縁組， 書型，函架番号， 初御道

縁組 結納 三ツ目 御聟入 殿様御 料理 奥女中ｄ結納，ｅ婚礼 成立年 具被遣 祝言 皆子餅
御祝儀 御舅入 召料 献立 法度

ａ信依【延享４年(1747)/ 御婚礼一件(写本),
史

明和２年(1773)】，ｂお慶 １冊，34.5×12.7,
料 ●■ ●

(吉田藩主伊達村信息女)， 遠５-201，1768年
Ａ

ｄ明和６年(1769) (明和５)

ａ信房【明和２年(1765)/ 御婚礼大概(写本),

史 天明元年(1781)】，ｂ房姫 １冊，12.0×17.2,

料 (村上藩主溝口直養息女)， 遠５-202，1782年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｂ ｃ天明元年(1781)，ｄ天明 (天明２)

２年(1782)，ｅ同

ａ信真【安永７年(1778)/ 信真公御婚姻調帳

史 寛政８年(1796)】，ｂ里姫 (写本)２冊，28.8

料 (小田原藩主大久保忠顕息女), ×19.6，南３-354 ◎□ ◎□ ◎□ ◎□ ◎□ ◎ ○

Ｃ ｃ寛政９年(1797)，ｄ享和 ・355，1802年(享

２年(1802)，ｅ同 和２)

史料Ａ・Ｂ：『八戸市立図書館国書分類目録』２（八戸市立図書館編・発行、昭和56年刊）30ｐ

史料Ｃ：『八戸市立図書館国書分類目録』１（八戸市立図書館編・発行、昭和53年刊）23ｐ
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府
へ
の
縁
組
の
願
出
、
幕
府
か
ら
縁
組
の
許
可
の
通
達
な
ど
）
、
新
婦
の
実
家
と
の

交
渉
（
結
納
・
婚
礼
の
日
取
り
な
ど
）
、
実
際
の
儀
式
の
経
過
な
ど
を
贈
答
・
行
列

な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
日
記
風
に
ほ
ぼ
時
系
列
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

〔
史
料
Ｃ
〕
は
結
納
・
婚
礼
に
お
け
る
式
次
第
・
行
列
・
道
具
目
録
・
料
理
目
録
な

ど
を
個
別
独
立
的
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
（
表
２
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
、
記
述
ス

タ
イ
ル
に
、
両
史
料
の
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
と
言
え
る
。
あ
る
共
通
の
事
柄
に
も

記
述
内
容
に
差
が
あ
り
、
例
え
ば
、
婚
礼
当
日
の
模
様
は
、
〔
史
料
Ｂ
〕
は
「
一
、

十
一
月
十
八
日
午
ノ
刻
御
入
輿
、
此
節
殿
様
御
広
間
江
被
為
入
表
御
勝
手
御
役
人
御

玄
関
縁
取
江
相
詰
」
と
あ
る
の
み
で
、
儀
式
の
内
容
ま
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
に

対
し
、
〔
史
料
Ｃ
〕
は
「
御
入
輿
御
式
」
と
題
し
、
そ
の
内
容
は
、
新
婦
の
輿
の
八

戸
藩
邸
奥
玄
関
前
へ
の
到
着
、
両
家
家
老
の
挨
拶
取
交
、
新
婦
の
玄
関
へ
の
案
内
、

挟
箱
・
茶
弁
当
な
ど
荷
物
の
受
け
取
り
、
御
供
女
中
の
奥
へ
の
案
内
、
新
婦
の
御
化

粧
之
間
へ
の
案
内
、
新
婦
の
御
休
息
（
湯
漬
が
出
る
）
、
御
祝
之
間
に
お
け
る
新
郎

・
新
婦
の
対
面
、
引
き
出
物
の
披
露
、
愛
敬
御
守
り
の
式
、
式
三
献
、
本
膳
・
加
膳

な
ど
に
よ
る
饗
応
、
御
色
直
、
御
供
女
中
の
御
目
見
な
ど
、
十
数
ヶ
条
に
も
渡
る
。

久
保
田
藩
の
婚
礼
関
係
史
料
の
場
合

こ
の
よ
う
な
史
料
に
よ
る
記
述
の
差
異
は
、

久
保
田
藩
の
場
合
で
も
見
ら
れ
た
。
前
稿
で
用
い
た
『
国
典
類
抄
』
に
お
け
る
引
用

史
料
の
大
半
は
江
戸
詰
の
家
老
・
用
人
な
ど
の
公
務
日
記
か
ら
で
あ
り
、
当
日
の
描

写
は
書
き
手
の
立
場
や
事
情
に
よ
り
、
齟
齬
を
き
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

歴
代
久
保
田
藩
主
の
婚
礼
当
日
に
限
っ
て
み
て
も
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
の
佐

竹
義
苗
（
こ
の
時
は
世
子
）
の
婚
礼
の
場
合
は
、
用
人
八
嶋
朝
見
の
日
記
（
「
山
方

助
右
衛
門
泰
虎
処
持
八
嶋
小
右
衛
門
朝
見
御
用
人
勤
中
日
記
」
）
か
ら
の
引
用
に
よ

り
、
育
姫
（
徳
川
光
貞
息
女
）
の
輿
が
久
保
田
藩
邸
に
到
着
す
る
ま
で
の
道
筋
、
祝

言
に
お
け
る
式
三
献
・
御
雑
煮
三
献
な
ど
の
規
式
、
御
色
直
、
列
席
者
の
大
名
・
旗

本
、
饗
膳
・
飾
物
な
ど
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
の
佐
竹
義
峯
の
婚
礼
の
場
合
は
、
江
戸
家
老
山
方
泰
護
の

日
記
（
「
山
方
太
郎
左
衛
門
泰
護
御
家
老
勤
中
日
記
」）
か
ら
の
引
用
に
よ
り
、
こ
の

日
利
姫
（
黒
田
長
清
息
女
）
の
輿
が
久
保
田
藩
邸
に
到
着
し
、
大
書
院
に
お
い
て
列

席
者
へ
の
饗
応
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
式
三
献
や
御
色
直
と

い
っ
た
い
わ
ば
メ
イ
ン
の
規
式
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
列
席
者
も

佐
竹
義
苗
の
場
合
と
異
な
り
、
全
て
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。

表２ 「信真公御婚姻調長」の構成

冊 題名（式次第他） 内容

１ 芝之御式 御結納御別束御式 結納（小田原藩邸）

１ 御家之御式 御結納御答礼之節御式 結納（久保田藩邸）

１ 享和二年 初而御道具被進候手筈
御道具（久保田藩邸）

１ 芝江申遣候書面 初而御道具披遣候節御式

１ 御家之手筈 御先行列被遣候御式

１ 御家之御式 御入與之節御式

２ 御祝式御次第并御色直御式
祝言（久保田藩邸）

２ 殿様御平順御次第書

２ 殿様御介添御老女手順書

２ 御三方様御出会御盃事之御式

２ 芝之御手筈 皆子餅御到来之節御式 皆子餅（小田原藩邸）

２ 御家之御手筈 皆子餅御到来之節御式
皆子餅（久保田藩邸）

２ 御家之御手筈 皆子餅御到来之手筈

２ 芝之御式 於里様御産土披御式 三ツ目御祝儀（小田原藩邸）

２ 芝之御式 御聟入御式書
御聟入・御舅入（小田原藩邸）

３ 御舅入御祝ニ付御使者被進候節御式

出典：八戸市立図書館所蔵「信真公御婚姻調帳」全２冊（南３-354，355）



－ 19 －

お
わ
り
に

小
稿
で
は
八
戸
藩
主
の
婚
礼
関
係
史
料
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
六
代
信
依
に

関
係
す
る
〔
史
料
Ａ
〕
と
七
代
信
房
に
関
係
す
る
〔
史
料
Ｂ
〕
は
、
い
ず
れ
も
同
藩

の
家
老
で
あ
る
遠
山
家
に
伝
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
も
〔
史
料
Ｃ
〕
に
比
し
て

儀
式
の
次
第
が
簡
略
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
藩
の
先
例
調
査
や
公
用
に
資
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
か
な
い
、
い
わ
ば
同
職
の
た
め
の
備
忘
的
な
要
素
が
強
い
も
の
と
想

定
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
先
述
の
『
国
典
類
抄
』
に
お
け
る
「
山
方
太
郎
左
衛

門
泰
護
御
家
老
勤
中
日
記
」
の
性
格
に
近
い
史
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対

し
、
八
代
信
真
の
婚
礼
関
係
史
料
で
あ
る
〔
史
料
Ｃ
〕
は
、
八
戸
南
部
家
の
旧
蔵
本

で
あ
り
表
紙
に
「
江
戸
御
用
人
所
」
と
あ
る
通
り
、
八
戸
藩
に
よ
る
公
式
な
史
料
と

し
て
、
信
真
の
結
納
か
ら
祝
言
を
経
て
三
ツ
目
・
五
ツ
目
御
祝
儀
が
果
た
さ
れ
る
ま

で
の
諸
儀
の
次
第
を
克
明
に
記
録
し
後
代
に
伝
え
よ
う
と
す
る
意
図
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
先
述
の
「
山
方
助
右
衛
門
泰
虎
処
持
八
嶋
小
右
衛
門
朝
見
御
用

人
勤
中
日
記
」
の
性
格
に
近
い
史
料
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註（

）
「
大
名
佐
竹
家
の
婚
礼
構
造

―
儀
式
・
親
類
書
・
御
取
持
―
」
（
『
学
習
院
史

1
学
』
四
八
、
二
○
一
○
年
）
。
小
稿
に
お
け
る
久
保
田
藩
主
の
婚
礼
の
記
述
は
全
て

同
稿
に
拠
る
。

（

）
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
所
蔵
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
前
・
後
編
四
七
四
冊

2
の
編
纂
が
終
了
。
現
存
す
る
の
は
四
七
一
冊
。
前
掲
註
（

）
拙
稿
で
は
刊
本
『
国

1

典
類
抄
』
全
十
九
巻
（
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
編
、
秋
田
県
教
育
委
員
会
発
行
、
一

九
七
八
～
一
九
八
八
年
）
を
用
い
た
。

（

）
『
八
戸
市
立
図
書
館
国
書
分
類
目
録
』
二
（
八
戸
市
立
図
書
館
編
集
・
発
行
、
一

3
九
八
一
年
）
凡
例
（
三
頁
）
に
拠
る
。

（

）
『
八
戸
市
立
図
書
館
国
書
分
類
目
録
』
一
（
八
戸
市
立
図
書
館
編
集
・
発
行
、
一

4
九
七
八
年
）
凡
例
（
二
頁
）
に
拠
る
。

（

）
小
稿
で
は
久
保
田
藩
の
史
料
用
語
で
あ
る
「
三
ツ
目
御
祝
儀
」
を
そ
の
ま
ま
用
い

5
た
が
、
八
戸
藩
で
は
例
え
ば
〔
史
料
Ａ
〕
で
は
「
御
三
ツ
目
御
祝
」
と
あ
り
、
〔
史

料
Ｂ
〕
で
は
「
奥
様
御
里
披
」
、〔
史
料
Ｃ
〕
で
は
「
於
里
様
御
産
土
披
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。〔
史
料
Ｂ
〕〔
史
料
Ｃ
〕
の
用
語
は
「
正
室
の
実
家
へ
の
御
披
露
目
」
の
意

か
。
な
お
表
２
は
〔
史
料
Ｃ
〕
収
載
の
式
次
第
の
一
覧
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜

上
「
於
里
様
御
産
土
披
」
を
「
三
ツ
目
御
祝
儀
」
と
同
一
に
し
て
い
る
。

（
た
か
は
し
・
ひ
ろ
し

宮
内
庁
書
陵
部
研
究
員
）


